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日
本
基
督
教
団
の
歴
史
に
、

間
違
い
な
く
残
る
で
あ
ろ
う
全

国
信
徒
の
集
り
が
、　

月　

日

11

22

の
夜
、
東
京
山
手
教
会
で
持
た

れ
た
。
日
本
伝
道
1
5
0
年
記

念
信
徒
大
会
の
内
容
骨
子
は
次

の
通
り
。

一
部
　
開
会
礼
拝

二
部
　
記
念
映
像
　

イ
エ
ス
・

キ
リ
ス
ト
を
証
し
す
る
儿
時

代
の
証
言
者
た
ち
儿

三
部
　
交
わ
り
の
時
　

映
像
に

よ
る
各
教
会
の
伝
道
史
／
1

分
間
ス
ピ
ー
チ
（　

教
区
よ

17

り
）
／
大
会
ソ
ン
グ
発
表
と

合
唱
／
大
会
宣
言
の
発
表

　

信
徒
大
会
に
は
、
幾
つ
も
の

エ
ポ
ッ
ク
が
あ
っ
た
。

　

東
京
信
徒
会
が　

回
の
実
行

21

委
員
会
を
重
ね
て
大
会
の
企

画
、
呼
び
掛
け
、
準
備
、
実
行

の
総
て
を
行
っ
た
こ
と
が
第

一
。
文
字
通
り
、
信
徒
の
手
作

り
だ
っ
た
。

　

次
は
、
参
加
者
が
多
か
っ
た

こ
と
。
東
京
山
手
教
会
を
9
5

0
名
が
埋
め
つ
く
し
た
。「
主
の

集
り
が
、
満
員
札
止
め
」
と
言

っ
た
人
が
居
た
。
特
に
、
沖
縄

か
ら
参
加
し
た
7
名
に
は
盛
大

な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

　

第
三
は
、
皆
が
喜
ん
で
い
た

こ
と
。
信
徒
の
交
流
が
、
教
区

内
中
心
に
な
っ
て
い
た
の
で
、

大
き
く
な
っ
た
輪
は
、
旧
き
友

人
を
見
い
だ
し
、
新
し
い
交
流

を
生
ん
だ
。
時
間
を
越
え
て
お

茶
を
楽
し
ん
だ
。

　
「
一
に
伝
道
、二
に
伝
道
、三，

四
が
な
く
て
、五
に
伝
道
」　

昔

の
教
会
が
掲
げ
た
思
い
が
、
お

互
い
の
心
を
燃
や
し
た
。

（
小
林
貞
夫
日
本
伝
道
1
5
0

年
記
念
行
事
準
備
委
員
長
）

と
お
り
、
福
音
を
伝
え
れ
ば
、

福
音
に
あ
ず
か
る
も
の
と
な
れ

る
。
だ
か
ら
伝
道
は
常
に
教
会

形
成
に
向
か
う
。
福
音
に
共
に

あ
ず
か
る
者
と
な
ろ
う
」
と
山

北
議
長
は
力
強
く
結
ん
だ
。

　

第
2
部
は
、「
イ
エ
ス
・
キ

リ
ス
ト
を
証
し
す
る
儿
時
代
の

証
言
者
た
ち
」
の
記
念
映
像
。

ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
、
ヘ
ボ
ン
、

シ
モ
ン
ズ
、
フ
ル
ベ
ッ
キ
ら
宣

教
師
、
初
期
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・

ス
ク
ー
ル
、
教
会
、
ク
ラ
ー
ク
、

ク
ラ
ー
ク
に
学
ん
だ
内
村
鑑

三
、
新
渡
戸
稲
造
な
ど
の
貴
重

な
写
真
を
ち
り
ば
め
て
、
1
5

0
年
の
伝
道
の
歴
史
を
手
際
よ

く
ま
と
め
て
あ
る
。　

分
間
の

15

短
編
だ
が
、
諸
集
会
・
教
会
な

ど
で
用
い
ら
れ
れ
ば
と
願
う
。

　

グ
リ
ー
ン
宣
教
師
は
世
界
に

そ
の
不
当
さ
を
強
く
訴
え
た

が
、
折
し
も
フ
ル
ベ
ッ
キ
提
唱

に
よ
る
伊
藤
博
文
、
岩
倉
具
視

ら
の
欧
米
使
節
団
が
、
信
教
の

自
由
の
な
い
日
本
に
対
し
欧
米

列
強
が
非
難
を
強
め
て
い
る
こ

と
を
知
り
、
東
京
に
打
電
し
た

こ
と
が
、
明
治
6
年
の
キ
リ
シ

タ
ン
禁
制
高
札
の
撤
去
、
日
曜

日
を
休
日
と
す
る
太
政
官
令
に

繋
が
っ
た
。

　
「
一
粒
の
種
は
地
に
落
ち
て

多
く
の
実
を
結
ぶ
。
市
川
栄
之

助
は
正
に
一
粒
の
種
で
あ
り
、

そ
う
し
た
人
に
福
音
が
告
げ
ら

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
伝
道
は
担

わ
れ
て
来
た
」。「
す
べ
て
の
人

に
対
し
て
す
べ
て
の
も
の
に
な

り
ま
し
た
。
何
と
か
し
て
何
人

か
で
も
救
う
た
め
で
す
」（
コ
リ

ン
ト
一
9
・　

）
と
聖
書
に
あ

22

る
が
、
な
ぜ
パ
ウ
ロ
は
、「
す

べ
て
の
人
を
救
う
た
め
」
と
い

わ
な
か
っ
た
の
か
。

　
「
福
音
は
す
べ
て
の
人
に
対

し
て
語
ら
れ
る
。
だ
が
、
応
答

す
る
人
は
ご
く
わ
ず
か
だ
。
そ

の
厳
し
さ
に
耐
え
て
な
お
、
福

音
の
種
は
蒔
き
続
け
ら
れ
る
。

希
望
を
も
っ
て
営
々
と
種
を
蒔

き
続
け
、
主
の
ご
委
託
に
応
え

て
行
く
。
そ
う
し
た
人
々
に
よ

っ
て
伝
道
は
担
わ
れ
て
来
た
し

担
わ
れ
て
行
く
」。

　
「
国
語
辞
典
は
『
愛
』
で
始

ま
り
『
腕
力
』
で
終
わ
る
が
、

神
の
世
界
は
、『
愛
』
で
始
ま

り
『
愛
、
主
イ
エ
ス
の
復
活
の

愛
』
で
完
成
す
る
。「
与
え
な

さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
与
え
ら
れ

る
」
と
の
キ
リ
ス
ト
の
教
え
の

　

1
5
0
年
記
念
信
徒
大
会

は
、　

月　

日
午
後
6
時
か
ら

11

22

東
京
山
手
教
会
で
開
催
さ
れ
、

北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
全
国
1

6
6
教
会
か
ら
9
5
0
人
が
出

席
し
た
。
4
階
か
ら
6
階
ま
で

の
広
い
会
堂
も
埋
ま
り
、
2
・

3
階
ロ
ビ
ー
の
Ｔ
Ｖ
中
継
を
見

守
る
人
も
出
た
盛
況
で
、
讃
美

の
歌
声
の
熱
気
は
、
身
震
い
を

覚
え
る
ほ
ど
だ
っ
た
。

　

第
1
部
開
会
礼
拝
で
、「
福
音

に
共
に
あ
ず
か
る
」
と
題
し
て

説
教
し
た
山
北
宣
久
教
団
総
会

議
長
は
、「
日
本
に
お
け
る
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
ト
伝
道
は
信
徒
の
手

に
よ
っ
て
切
り
開
か
れ
た
」と
、

1
5
0
年
に
先
立
っ
て
沖
縄
に

渡
来
し
た
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
、

1
5
0
年
前
の
ヘ
ボ
ン
、
シ
モ

ン
ズ
、
フ
ル
ベ
ッ
キ
ら
が
信
徒

だ
っ
た
と
述
べ
、「
新
約
聖
書
の

最
初
の
殉
教
者
は
信
徒
の
ス
テ

フ
ァ
ノ
だ
が
、
日
本
の
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
伝
道
最
初
の
殉
教
者

も
信
徒
の
市
川
栄
之
助
だ
っ

た
」
と
余
り
語
ら
れ
る
こ
と
の

な
い
日
本
人
殉
教
者
の
エ
ピ
ソ

ー
ド
か
ら
説
き
起
こ
し
た
。

　

古
本
業
を
営
ん
で
い
た
市
川

は
、
来
日
し
た
ダ
ニ
エ
ル
・
グ

リ
ー
ン
宣
教
師
の
日
本
語
の
教

師
に
な
っ
た
が
、
ヘ
ボ
ン
訳
の

聖
書
を
携
行
し
て
い
る
と
こ
ろ

を
逮
捕
・
投
獄
さ
れ
、
激
し
い

拷
問
を
受
け
て
1
年
半
後
の
1

8
7
2
年
（
明
治
5
）　

月
、

11

　

歳
の
生
涯
を
閉
じ
た
。

37

て
準
備
し
て
来
た
も
の
で
、
挨

拶
に
立
っ
た
鈴
木
功
男
実
行
委

員
長
は
、「
1
年
前
の
東
京
信
徒

会
で
持
ち
上
が
っ
た
話
が
こ
こ

に
結
実
し
た
。
1
5
0
年
に
感

謝
す
る
と
共
に
、
2
0
0
年
に

繋
ぐ
た
め
に
奮
起
し
よ
う
」
と

力
強
く
述
べ
、
3
時
間
に
及
ん

だ
大
会
を
締
め
く
く
っ
た
。

（
永
井
清
陽
報
）

　

第
3
部
は
交
わ
り
。ま
ず「
地

域
の
宣
教
の
歴
史
の
素
顔
」
と

題
し
て
5
教
会
製
作
の
映
像
が

上
演
さ
れ
た
。「
に
じ
の
い
え
と

信
仰
の
歩
み
」
代
々
木
中
部
教

会
、「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
発

祥
の
地
で
今
、
新
た
に
福
音
宣

教
が
始
ま
る
」
千
葉
北
総
伝
道

所
、「
阿
佐
ヶ
谷
教
会　

年
の
ア

85

ル
バ
ム
」
阿
佐
ヶ
谷
教
会
、「
エ

ス
テ
ラ
・
フ
ィ
ン
チ
ー
そ
の
知

ら
れ
ざ
る
信
仰
の
生
涯
」
マ
ザ

ー
オ
ブ
ヨ
コ
ス
カ
顕
彰
会
、「
い

つ
ま
で
も
続
く
教
会
」
経
堂
北

教
会
。

　

地
域
の
中
で
教
会
が
ど
の
よ

う
に
し
て
成
長
し
、
大
き
く
な

っ
て
来
た
か
が
分
か
り
勇
気
づ

け
ら
れ
た
。
米
財
閥
カ
ー
ネ
ギ

ー
の
養
女
と
な
り
な
が
ら
、
伝

道
の
た
め
来
日
し
、　

歳
で
日

40

本
に
帰
化
し
、
関
東
大
震
災
の

翌
年
、
横
須
賀
市
民
と
し
て
生

涯
を
閉
じ
た
エ
ス
テ
ラ
・
フ
ィ

ン
チ
に
つ
い
て
は
大
い
に
啓
発

さ
れ
ら
れ
た
。

　

続
い
て
各
教
区
1
人
の
出
席

者
が
1
分
間
ス
ピ
ー
チ
。
突
発

的
な
所
要
で
Ｆ
Ａ
Ｘ
参
加
と
な

っ
た
東
中
国
を
含
め
、
北
海
道

か
ら
沖
縄
ま
で
全
国　

教
区
の

17

代
表
が
、
教
区
、
教
会
、
個
人

の
こ
と
内
容
は
様
々
だ
っ
た

が
、
い
ず
れ
も
熱
い
心
に
溢
れ

会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
を
浴
び

た
。

　

そ
の
後
、
大
会
イ
メ
ー
ジ
・

ソ
ン
グ
、「
い
つ
ま
で
も
続
く
教

会
」
が
発
表
さ
れ
た
。
経
堂
北

教
会
が　

年
、
ク
リ
ス
マ
ス
に

97

上
演
し
た
Ｃ
Ｓ
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

の
主
題
歌
（
作
詞
・
綱
川
め
ぐ

み
、
作
曲
・
内
藤
慎
也
）
で
、

　

年
か
ら
毎
年
創
作
ミ
ュ
ー
ジ

85カ
ル
を
上
演
し
て
い
る
経
堂
北

教
会
Ｃ
Ｓ　

作
目
の
作
品
。
大

13

橋
ゆ
り
姉（
経
堂
北
教
会
会
員
・

二
期
会
会
員
）
の
指
導
で
、
Ｃ

Ｓ
生
徒
・
教
師
、
聖
歌
隊
な
ど

で
編
成
し
た
合
唱
団
を
先
導
役

に
会
場
が
「
い
つ
ま
で
も
続
け

て
行
こ
う　

こ
の
教
会
」
と
高

ら
か
に
唱
和
し
た
。

　

記
念
信
徒
大
会
は
、
東
京
信

徒
会
が
中
心
に
な
っ
て
企
画

し
、
実
行
委
員
会
が
今
年
3
月

以
来
、　

回
の
委
員
会
を
開
い

21

950名の参加者が東京山手教会を埋め尽くした

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊

福
音
に
共
に
あ
ず
か
る

ありがとう150年、つなごう200年、主とともに

　

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
日
本
伝
道
1
5
0
年
を
記
念
す
る
記
念
大
会
と
信
徒
大
会
が　

月　

日
・　

日
の
両
日
開
催
さ
れ
た
。
両
大
会
合
わ
せ
2
5
0
0
人

11

22

23

を
超
え
る
記
録
的
な
出
席
者
と
な
っ
た
。
讃
美
の
歌
声
は
会
場
を
揺
る
が
し
、
大
会
は
こ
れ
ま
で
の
1
5
0
年
間
の
主
の
ご
恩
寵
と
お
導
き
に
感
謝
し
、

こ
れ
を
更
な
る
福
音
宣
教
の
機
会
と
し
て
、
2
0
0
年
に
向
け
て
伝
道
に
奮
起
す
る
こ
と
を
誓
い
合
っ
た
。

山北宣久教団議長による開会説教CS生徒中心の「いつまでも続く教会合唱団」

い
つ
ま
で
も
続
く
教
会

お
互
い
の
心
を

燃
や
し
た
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過
去
か
ら
未
来
へ
と
私
た
ち
を
接
続
さ
せ
る

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
日
本
伝
道
1
5
0
年《
北
陸
の
つ
ど
い
》

揮
机

寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄

い
」「
伝
道
と
は
外
に
出
る
こ
と

だ
」
と
内
側
に
向
か
い
が
ち
な

教
団
の
現
況
を
突
い
た
。

　

特
に
、「
天
安
門
事
件
が
起
こ

っ
た
時
に
、
迫
害
さ
れ
苦
し
む

人
々
の
た
め
に
祈
っ
た
か
、
ア

フ
ガ
ン
の
た
め
に
は
、
イ
ラ
ク

の
た
め
に
は
」
と
厳
し
く
指
摘

し
た
。
時
に
「
遺
言
」
を
口
に

し
、
涙
を
滲
ま
せ
て
語
っ
た
。

最
前
列
の
椅
子
席
か
ら
身
を
乗

り
出
し
て
聞
き
入
る
山
北
議
長

に
、
伝
道
の
幻
、
教
会
の
未
来

を
訴
え
、
託
す
る
か
の
よ
う
に

さ
え
見
え
た
。

　

佐
々
木
美
知
夫
教
団
副
議
長

の
リ
ー
ド
の
も
と
に
、
公
同
教

会
の
信
仰
を
表
白
し
、
別
記
5

項
目
の
、
信
仰
の
根
本
の
根
本

が
、
大
会
宣
言
と
し
て
会
衆
一

同
に
よ
っ
て
唱
和
さ
れ
た
。

　

大
杉
弘
常
議
員
他
2
名
の
祈

祷
、
会
衆
一
同
の
主
の
祈
り
を

も
っ
て
、
感
動
に
満
ち
た
大
会

は
閉
じ
ら
れ
た
。

（
新
報
編
集
部
報
）

し
て
今
、
橋
本
徹
と
い
う
一
人

の
信
仰
者
に
つ
な
が
っ
て
い
る

の
だ
と
い
う
こ
と
を
噛
み
締
め

さ
せ
ら
れ
た
。

　

東
洋
英
和
女
学
院
高
等
部
ハ

ン
ド
ベ
ル
部
に
よ
る
奉
鐘
に
続

い
て
は
、
加
藤
常
昭
氏
に
よ
る

講
演
「
こ
こ
ろ
を
高
く
上
げ
よ

う
！
」。哀
歌
3
章　

〜　

節
と

40

42

ロ
ー
マ　

章　

〜　

節
を
引
き

15

14

21

な
が
ら
、「
讃
美
歌
の
『
こ
こ

ろ
を
高
く
上
げ
よ
う
！
』と
は
、

十
字
架
の
前
に
引
き
立
て
ら
れ

る
殉
教
者
の
心
の
こ
と
だ
」
と

語
り
、
日
本
伝
道
に
向
か
う
私

た
ち
の
姿
勢
に
つ
い
て
根
本
か

ら
問
い
直
し
、「
数
字
合
わ
せ
や

票
読
み
で
は
何
も
変
わ
ら
な

と
題
し
た
記
念
映
像
を
観
て
、

1
5
0
年
の
歩
み
を
支
え
た
先

達
た
ち
に
思
い
を
向
け
さ
れ
ら

れ
た
。

　

次
は
、
橋
本
徹
氏
（
国
際
基

督
教
大
学
理
事
長
、
聖
ヶ
丘
教

会
員
、
元
富
士
銀
行
頭
取
）
の

講
演
「
伝
道
に
お
け
る
信
徒
の

役
割
」
を
聴
い
た
。
氏
は　

分
50

の
講
演
の
前
半
で
、
郷
里
・
母

教
会
で
あ
る
岡
山
県
高
梁
の
伝

道
の
歴
史
を
縷
々
述
べ
、
そ
こ

で
働
い
た
人
々
、
大
き
な
影
響

を
与
え
た
指
導
者
た
ち
を
数
え

上
げ
た
。
後
半
は
、
そ
の
土
地

・
教
会
で
育
ま
れ
た
自
分
の
信

仰
に
つ
い
て
語
っ
た
。
淡
々
と

し
た
語
り
口
に
も
、
郷
里
、
教

会
、
人
々
へ
の
熱
き
思
い
が
伝

わ
っ
た
。
一
つ
の
伝
道
が
拓
か

れ
、
教
会
が
建
て
ら
れ
、
そ
し

て
1
0
0
年
を
越
え
て
歴
史
が

積
み
上
げ
ら
れ
る
時
、
そ
こ
に

は
多
く
の
人
々
の
信
仰
生
活
が

織
り
込
ま
れ
る
。
奇
跡
と
も
見

え
る
出
来
事
が
重
ね
ら
れ
、
そ

山
の
種
が
あ
る
。
伝
道
は
多
く

が
失
敗
に
終
わ
る
か
も
知
れ
な

い
。
し
か
し
、
芽
を
出
す
種
も

あ
る
」
と
、
こ
こ
で
も
「
愚
か

な
手
段
に
よ
る
伝
道
」
に
つ
い

て
述
べ
た
。

　

沢
山
の
聖
句
に
触
れ
、
深
く

鋭
い
解
説
を
加
え
な
が
ら
、
会

衆
を
キ
リ
ス
ト
と
共
に
歩
む
十

字
架
へ
の
一
本
の
道
、
真
の
伝

道
で
あ
る
道
へ
と
誘
っ
た
。

　

取
り
分
け
、
嵐
に
漕
ぎ
悩
む

弟
子
た
ち
の
小
舟
と
、
私
た
ち

の
教
団
の
姿
と
を
重
ね
て
、「
嵐

の
中
、
逆
風
を
突
い
て
進
み
、

た
め
に
漕
ぎ
悩
む
の
が
伝
道

だ
。
伝
道
に
失
敗
し
て
こ
そ
、

そ
こ
で
キ
リ
ス
ト
に
出
会
う
の

だ
」
と
大
胆
に
語
り
、
慰
め
と

励
ま
し
を
与
え
た
。

　

1
6
0
0
名
に
よ
る
讃
美
、

そ
し
て
日
本
基
督
教
団
信
仰
告

白
は
、
単
に
人
数
が
多
い
と
言

う
だ
け
で
は
な
く
、
御
言
葉
に

出
会
い
慰
め
と
励
ま
し
を
受
け

た
者
の
、
圧
倒
的
な
迫
力
を
も

っ
て
歌
わ
れ
、
唱
和
さ
れ
、
更

に
会
衆
互
い
の
心
を
揺
り
動
か

し
た
。

　

礼
拝
後
は
、
山
北
宣
久
教
団

議
長
に
よ
る
感
謝
と
激
励
の
挨

拶
、
国
内
外
か
ら
の
来
賓
に
よ

る
祝
福
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

午
後
の
部
、
1
時　

分
〜
4

30

時
は
、
網
中
彰
子
ベ
テ
ル
教
会

牧
師
の
司
会
に
よ
り
、
記
念
式

典
が
執
り
行
わ
れ
た
。

　

青
山
学
院
大
学
聖
歌
隊
に
よ

る
美
し
い
奉
唱
の
後
、
長
く
こ

の
こ
と
の
た
め
に
時
間
と
思
い

を
捧
げ
て
き
た
小
林
貞
夫
記
念

行
事
準
備
委
員
会
委
員
長
が
挨

拶
に
立
っ
た
。
日
本
伝
道
1
5

0
年
に
当
た
り
教
団
が
企
画
し

た
三
つ
の
集
会
、
①
6
月　

日
24

富
士
見
町
教
会
で
行
わ
れ
た

「
創
立
記
念
礼
拝
｣
そ
こ
で
の

　

年
以
上
奉
仕
し
た
教
職
の
表

50彰
、
②　

月　

日
東
京
山
手
教

11

22

会
で
開
催
さ
れ
た
、
実
に　

年
40

振
り
の
全
国
信
徒
大
会
、
そ
し

て
③
青
山
学
院
講
堂
で
の
こ
の

日
の
集
会
を
、
感
慨
を
も
っ
て

振
り
返
り
、
大
き
な
恵
み
を
与

え
ら
れ
た
喜
び
・
感
謝
を
、
時

に
涙
ぐ
み
な
が
ら
率
直
に
披
瀝

し
た
。

　

東
京
信
徒
会
の
編
集
に
な
る

「
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
証
し

す
る
『
時
代
の
証
言
者
た
ち
』」

　

日
本
基
督
教
団
日
本
伝
道
1

5
0
年
記
念
大
会
が
、　

月　
11

23

日
（
月
）
青
山
学
院
講
堂
を
会

場
に
、『
キ
リ
ス
ト
こ
そ
我
が
救

い
』
の
主
題
の
も
と
開
催
さ
れ

た
。
出
席
者
は
、
約
1
5
0
0

名
、
聖
歌
隊
等
を
加
え
る
と
1

6
0
0
名
、
日
本
伝
道
の
歴
史

に
大
き
な
印
を
刻
む
集
会
と
な

っ
た
。「
不
振
・
低
迷
が
指
摘

さ
れ
る
日
本
伝
道
が
新
し
い
時

代
を
切
り
開
く
分
岐
点
と
な
る

の
で
は
な
い
か
」
と
、
準
備
委

員
の
一
人
が
も
ら
し
た
。
そ
の

よ
う
な
期
待
を
抱
か
さ
れ
る
熱

気
が
会
場
に
溢
れ
て
い
た
。

　
　

時
か
ら
の
午
前
の
部
、
青

10
山
学
院
大
学
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
鷺

晶
子
氏
に
よ
る
奏
楽
が
高
ら
か

に
奏
で
ら
れ
、
長
崎
哲
夫
東
京

教
区
議
長
の
司
式
で
礼
拝
が
始

め
ら
れ
た
。
コ
リ
ン
ト
一
1
章

　

〜　

節
が
朗
読
さ
れ
る
。
司

18

25

式
者
の
力
の
入
っ
た
祈
祷
、
更

に
韓
国
で
最
も
歴
史
あ
る
教
会

で
あ
る
セ
ム
ナ
ン
教
会
か
ら
海

を
越
え
て
駆
け
付
け
た
イ
ェ
ボ

ン
讃
美
隊　

名
に
よ
る
奉
唱

60

が
、
い
や
が
上
に
も
記
念
式
典

の
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
た
。

　

説
教
は
小
島
誠
志
前
教
団
議

長
に
よ
る
「
宣
教
と
い
う
愚
か

な
手
段
」。「
人
は
上
を
目
指
す

が
、
キ
リ
ス
ト
は
十
字
架
へ
の

道
、
低
き
に
下
る
道
を
歩
ま
れ

た
」
と
話
を
起
こ
し
、
1
0
0

匹
の
羊
の
譬
え
か
ら
、「
主
は
迷

子
の
羊
が
彷
徨
っ
た
茨
や
雑
草

だ
ら
け
の
、
そ
の
同
じ
道
を
歩

ま
れ
た
」
と
語
り
、
5
0
0
0

人
の
パ
ン
の
出
来
事
を
挙
げ

て
、「『
主
は
あ
な
た
が
た
の
手

で
食
べ
物
を
あ
げ
な
さ
い
』
と

言
わ
れ
た
。
弱
い
者
に
、
弱
い

者
を
通
し
て
語
ら
れ
る
の
が
神

の
宣
教
の
仕
方
で
あ
る
」
と
指

摘
し
、
更
に
、
種
蒔
き
の
譬
え

を
引
い
て
、「
無
駄
に
な
っ
た
沢

た
、
と
し
た
上
で
、「
歴
史
は

持
っ
て
い
る
だ
け
で
は
何
の
役

に
も
立
た
な
い
が
、
主
の
伝
道

命
令
は
、少
し
も
色
あ
せ
な
い
」

と
し
、「
伝
道
は
、
三
位
一
体

の
神
の
命
令
で
あ
り
、
こ
の
神

の
言
葉
に
対
す
る
信
頼
ゆ
え
の

宣
教
で
あ
り
讃
美
だ
」
と
語
っ

た
。
そ
の
う
え
で
、「
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
伝
道
1
5
0
年
の
祝

賀
は
、
過
去
か
ら
未
来
へ
と
私

た
ち
を
接
続
さ
せ
る
意
義
を
教

え
る
機
会
だ
」
と
述
べ
た
。
そ

し
て
、「
教
会
が
御
言
葉
の
純
粋

な
説
教
と
聖
礼
典
の
正
し
い
執

行
と
い
う
し
る
し
を
帯
び
た
信

仰
共
同
体
で
あ
る
」
と
い
う
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
認
し
て
一
致

協
力
す
る
、
伝
道
態
勢
形
成
の

必
要
性
を
説
き
、
さ
ら
に
一
人

ひ
と
り
が
伝
道
の
業
に
参
加
す

る
道
を
具
体
的
に
示
し
た
。
最

後
に
、「
伝
道
す
る
教
会
は
ま
す

ま
す
伝
道
の
主
体
で
あ
る
神
を

あ
が
め
、
神
は
再
び
教
会
員
を

各
地
に
派
遣
し
て
伝
道
の
果
実

を
刈
り
取
ら
せ
る
。
こ
の
健
や

か
な
循
環
が
日
本
伝
道
を
導

く
」
と
力
強
く
結
ん
だ
。

　

ま
た
、
講
演
の
合
間
に
は
、

北
陸
学
院
大
学
ハ
ン
ド
ベ
ル
リ

ン
ガ
ー
ズ
や
石
川
地
区
婦
人
有

志
に
よ
る
シ
ャ
ロ
ン
・
ク
ワ
イ

ヤ
に
よ
る
讃
美
も
さ
さ
げ
ら

れ
、
北
陸
の
諸
教
会
と
学
校
全

体
で
1
5
0
年
を
記
念
し
、
主

の
伝
道
命
令
に
応
え
る
決
意
を

新
た
に
す
る
時
と
な
っ
た
。

（
勇
文
人
報
）

　

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
日
本
伝
道

1
5
0
年
北
陸
の
つ
ど
い
が
、

　

月
2
日
夜
、
金
沢
教
会
で
開

11か
れ
た
。
こ
れ
は
、
中
部
教
区

の
北
陸
側
の
教
会
と
北
陸
学
院

で
実
行
委
員
会
（
横
井
伸
夫
委

員
長
）
を
作
っ
て
準
備
し
献
金

を
さ
さ
げ
、
中
部
教
区
も
支
援

し
て
開
か
れ
た
も
の
。
冷
た
い

雨
の
な
か
富
山
、
石
川
、
福
井

の
三
県
の
諸
教
会
か
ら
1
5
2

人
が
参
加
し
た
。

　

つ
ど
い
で
は
、
梅
染
信
夫
氏

（
北
陸
学
院
大
学
講
師
）
と
関

川
泰
寛
氏
（
東
京
神
学
大
学
教

授
）
が
講
演
し
た
。

　
「
北
陸
伝
道
の
は
じ
ま
り
」と

題
し
て
講
演
し
た
梅
染
氏
は
、

北
陸
伝
道
の
「
二
人
の
恩
人
」

と
し
て
、
ト
マ
ス
・
ウ
ィ
ン
と

ダ
ニ
エ
ル
・
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
の

二
人
の
宣
教
師
の
働
き
を
紹
介

し
た
。

　

米
国
長
老
教
会
の
宣
教
師
だ

っ
た
ウ
ィ
ン
は
1
8
7
7
年
に

来
日
。「
仏
教
王
国
」「
真
宗
王

国
」
と
も
い
わ
れ
る
北
陸
・
金

沢
の
状
況
を
聞
い
て
、「
こ
の
よ

う
な
地
方
こ
そ
、
お
の
が
生
涯

を
さ
さ
ぐ
べ
き
と
こ
ろ
で
あ

る
」
と
考
え
金
沢
で
伝
道
を
開

始
し
、
金
沢
・
富
山
な
ど
に
教

会
・
講
義
所
を
立
て
た
。
さ
ら

に
、
婦
人
宣
教
師
を
招
い
て
金

沢
女
学
校（
北
陸
学
院
の
前
身
）

を
開
校
さ
せ
た
。

　

一
方
、
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
は
、

カ
ナ
ダ
・
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
の

信
徒
説
教
者
と
し
て
来
日
し
、

旧
制
四
高
で
教
え
な
が
ら
、
1

8
9
0
年
の
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会

金
沢
部
の
創
設
に
尽
力
、
そ
の

後
宣
教
師
と
な
り
メ
ソ
ジ
ス
ト

教
会
北
陸
部
会
長
を　

年
務
め

15

て
北
陸
の
諸
教
会
の
礎
を
築
い

た
。

　

梅
染
氏
は
、
宣
教
師
や
信
徒

が
受
け
た
迫
害
の
事
例
や
、
長

老
教
会
と
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
が

互
い
を
尊
重
し
時
に
は
協
力
し

な
が
ら
伝
道
を
進
め
た
事
例
を

挙
げ
た
う
え
で
、「
北
陸
の
教
会

が
立
て
ら
れ
た
の
は
人
知
を
は

る
か
に
超
え
た
主
の
伝
道
の
力

に
よ
る
も
の
だ
」
と
結
ん
だ
。

　
「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
伝
道
の

過
去
と
未
来
」
と
題
し
て
講
演

し
た
関
川
氏
は
、
ア
ウ
グ
ス
テ

ィ
ヌ
ス
が
マ
タ
イ　

章　

節
の

28

19

主
の
伝
道
命
令
に
生
涯
従
っ

冷たい雨の中、北陸3県から金沢教会に集い

セムナン教会イェボン讃美隊

小島誠志牧師による祝祷、左は司式の長崎哲夫牧師

キ
リ
ス
ト
こ
そ
我
が
救
い

日
本
基
督
教
団
日
本
伝
道
1
5
0
年
記
念
大
会

日本伝道150年記念大会宣言

2009年11月23日

一、 イエスをキリストと信ず。

一、 聖書を神の言葉と信ず。

一、 キリストの体なる教会を信ず。

一、 福音の恵みに与った者として、

礼拝を守り、聖書を読み、祈る霊的

な信仰生活に励む。

一、 神の救いに与った者として、日

本伝道に励む。

　※宣言文のみ抜粋、前文は省略。

唖

愛

阿

挨

娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀

哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀

Title:sinpou4688.ec7 Page:2  Date: 2013/02/05 Tue 11:39:43 



第4688号教　 団　 新　 報（3） 2009年12月12日 （第三種郵便物認可）

臆

俺

牡

卸

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

　

日
本
に
お
け
る
社
会
福
祉
の
根
拠
と
な
る
も
の
は
日
本
国
憲
法
第　

条
25

で
す
。「
①　

す
べ
て
国
民
は
、
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
営

む
権
利
を
有
す
る
。
②　

国
は
、
す
べ
て
の
生
活
部
面
に
つ
い
て
、
社
会

福
祉
、
社
会
保
障
及
び
公
衆
衛
生
の
向
上
及
び
増
進
に
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。」

　

ま
た
『
福
祉
六
法
』
と
呼
ば
れ
る
法
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
老
人
福
祉

法
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
、
知
的
障
害
者
福
祉
法
、
生
活
保
護
法
、
児
童

福
祉
法
、
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
老
人
保
健
法
と

社
会
福
祉
法
を
加
え
て
『
福
祉

八
法
』
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
憲
法
に
基
づ
い
て
社
会

福
祉
を
支
え
る
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。
社
会
福
祉
事
業

は
、
社
会
福
祉
法
2
条
で
定
め

ら
れ
て
い
る
事
業
の
こ
と
を
言
い
ま
す
が
、そ
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
、

細
部
に
い
た
る
ま
で
触
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
そ
の
よ
う
な
中
で
も
、
社
会
福
祉
事
業
に
す
べ
て
の
人
々
が

満
足
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
様
々
な
分
野
に
目
が
届
き
、
行

政
の
支
援
も
あ
る
が
、そ
れ
が
必
要
な
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
な
か
っ
た
り
、

制
度
は
整
っ
て
い
て
も
心
が
こ
も
っ
て
い
な
か
っ
た
り
。
個
別
の
福
祉
内

容
や
個
別
の
施
設
に
つ
い
て
、
い
つ
も
不
満
が
存
在
し
ま
す
。
そ
の
不
満

が
た
と
え
全
体
の
中
で
は
少
数
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
制
度
や
施
設
を
利
用

す
る
人
々
に
と
っ
て
は
重
大
な
こ
と
な
の
で
す
か
ら
、
社
会
福
祉
事
業
に

た
ず
さ
わ
る
者
に
と
っ
て
は
、
日
々
改
善
の
努
力
を
し
て
い
く
こ
と
が
課

題
で
す
。

　

日
本
基
督
教
団
は
、
社
会
活
動
基
本
方
針
に
『
教
会
と
社
会
福
祉
事
業

と
の
相
互
理
解
と
協
力
を
推
進
す
る
』
と
謳
い
、　

月
第
1
日
曜
日
を

12

「
キ
リ
ス
ト
教
社
会
事
業
を
覚
え
て
祈
る
日
」
と
定
め
て
い
ま
す
。
十
分

に
光
の
当
た
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
は
、
さ
ら
に
光
を
当
て
よ
う
と
し
て

い
る
わ
た
し
た
ち
の
仲
間
が
い
ま
す
。
継
続
が
大
事
な
福
祉
を
、
心
を
こ

め
て
こ
れ
か
ら
も
続
け
よ
う
と

努
力
し
て
い
る
仲
間
が
い
ま

す
。
特
に
心
の
こ
も
っ
た
福
祉

を
実
践
し
よ
う
と
心
が
け
て
い

る
仲
間
が
い
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
の
日
本
社
会
に

社
会
福
祉
が
体
系
的
に
入
っ
て
き
た
の
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
キ
リ
ス

ト
教
が
伝
え
ら
れ
て
か
ら
で
し
た
。
ま
た
、
心
の
こ
も
っ
た
福
祉
を
実
践

し
よ
う
と
心
が
け
て
き
た
の
も
、
キ
リ
ス
ト
教
社
会
福
祉
事
業
で
し
た
。

　

祈
り
を
あ
わ
せ
て
、
支
え
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

2
0
0
9
年　

月
6
日

12
第　

総
会
期
日
本
基
督
教
団
社
会
委
員
会
委
員　

釜
土
達
雄

36

社
会
事
業
奨
励
日
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

教
師
異
動

福
岡
女
学
院
大
学

辞（
教
）牧
村
元
太
郎

宮
田　
　

就（
主
）牧
村
元
太
郎

大
月
新
生　

就（
担
）船
戸
良
隆

遺
愛
女
子
中
学
・
高
校

辞（
教
）坂
本
か
お
り

富
坂
キ
リ
ス
ト
教
セ
ン
タ
ー

就（
教
）岡
田　

仁

茅
ヶ
崎
香
川
辞（
主
）船
窪　

健

　

〃　
　
　

就（
代
）西
田
直
樹

香
美　
　
　

辞（
代
）野
村
義
和

　

〃　
　
　

就（
主
）野
村
義
和

出
町　
　
　

辞（
主
）佐
野　

治

　

〃　
　
　

就（
代
）小
宮
山
剛

　

教
師
隠
退

多
芸
正
之
、吉
岡
誠
人

　

教
師
改
姓

河
口
か
お
り
→
坂
本
か
お
り

　

教
会
通
信
先
変
更

三
芳　

逗
子
市
山
根
3
儿
2
儿

8　

中
山
様
方

　

伝
道
所
所
在
地
変
更

調
布
柴
崎　

調
布
市
布
田
4
儿

7
儿
8
儿
1
0
3

　

教
会
合
併

大
館
・
花
輪（
教
会
名
・
大
館
）

月　

日
常
任
委
員
会
に
お
い
て

11
応
募
者
の
面
接
を
し
た
う
え
推

薦
す
る
こ
と
に
し
た
こ
と
、
?

前
総
会
期
委
員
会
よ
り
今
会
期

中
に
カ
ナ
ダ
・
ド
イ
ツ
へ
の
退

任
宣
教
師
訪
問
ツ
ア
ー
を
実
施

す
る
よ
う
に
と
の
こ
と
で
、
今

年　

月
中
に
実
施
の
予
定
で
あ

10
っ
た
が
、「
日
本
伝
道
1
5
0
年

記
念
」
の
行
事
、「
ス
イ
ス
・

韓
国
・
日
本
三
国
間
協
議
会
」

な
ど
の
日
程
の
こ
と
を
考
慮

し
、
今
会
期
中
に
行
う
こ
と
は

無
理
で
あ
る
と
判
断
し
、
こ
の

計
画
は
中
止
す
る
こ
と
に
し

た
。

　

カ
ナ
ダ
、
ド
イ
ツ
と
も
に
熱

く
期
待
し
て
い
る
退
任
宣
教
師

が
い
る
の
で
、
次
期
委
員
会
に

最
優
先
事
項
と
し
て
再
度
計
画

す
る
こ
と
を
提
案
す
る
こ
と
と

し
た
。

（
秋
山
徹
報
）

の
受
け
入
れ
や
働
き
に
つ
い
て

の
報
告
、
そ
れ
に
加
え
て
6
つ

の
関
係
委
員
会
の
報
告
な
ど
、

世
界
に
開
か
れ
て
い
る
教
団
の

目
と
耳
と
な
っ
て
、
そ
こ
で
動

い
て
い
る
人
と
出
来
事
に
つ
い

て
適
確
な
判
断
と
行
動
が
求
め

ら
れ
る
。

　

今
回
、
報
告
さ
れ
た
事
柄
の

中
で
、
日
本
が
開
催
国
と
な
る

た
め
準
備
を
進
め
て
い
る
韓
国

・
ス
イ
ス
・
日
本
の
三
国
間
協

議
会
開
催
に
つ
い
て
、
予
定
さ

れ
た
日
程
を
延
期
し
2
0
1
1

年
7
月
開
催
に
向
け
て
調
整
中

で
あ
る
こ
と
、
韓
国
協
約
委
員

会
か
ら
は
、
宣
教
協
約
を
結
ん

で
い
る
韓
国
三
教
団
を
9
月
に

訪
問
し
た
こ
と
（
新
報
4
6
8

5
号
に
既
報
）
な
ど
が
報
告
さ

れ
た
。

　

ま
た
、
日
本
伝
道
1
5
0
年

記
念
行
事
の
た
め
に
来
賓
と
し

て
参
加
す
る
ア
メ
リ
カ
改
革
派

教
会
の
世
界
宣
教
局
長
ア
リ
セ

ア
・
バ
エ
ツ
氏
や
、
カ
ナ
ダ
合

同
教
会
の
ア
ジ
ア
担
当
幹
事
の

ベ
ル
ン
・
ハ
グ
ノ
ス
氏
ら
の
来

日
に
合
わ
せ
て
、
宣
教
師
派
遣

方
針
の
確
認
な
ど
、
重
要
案
件

に
つ
い
て
教
団
と
協
議
し
た
い

と
の
申
し
出
が
あ
る
こ
と
、
ま

た
、　

月
5
日
に
在
日
本
イ
ン

12

タ
ー
ボ
ー
ド
宣
教
師
社
団
の
会

議
に
合
わ
せ
て
多
く
の
来
訪
者

が
あ
る
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ

た
。

　

主
な
協
議
事
項
と
し
て
は
、

?
バ
ン
デ
バ
ー
ク
宣
教
師
の
帰

国
に
よ
り
欠
員
に
な
っ
て
い
た

宣
教
師
支
援
委
員
会
の
委
員
と

し
て
ネ
イ
サ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ネ
ル

宣
教
師
を
充
て
る
こ
と
、
?
バ

ン
ク
ー
バ
ー
日
系
人
合
同
教
会

よ
り
宣
教
師
派
遣
の
要
請
が
あ

り
、
教
団
新
報
で
公
募
し
、　
12

　

第　

総
会
期
第
3
回
世
界
宣

36

教
委
員
会
が　

月　

日
、
教
団

10

30

会
議
室
で
開
か
れ
た
。

　

事
務
局
を
訪
れ
る
世
界
各
地

か
ら
の
訪
問
者
、
各
地
に
派
遣

さ
れ
て
い
る
宣
教
師
に
つ
い
て

の
報
告
や
対
応
す
べ
き
状
況
、

国
内
で
活
躍
し
て
い
る
宣
教
師

　

東
京
教
区
総
会
が
、「
二
〇
〇
九
年
度

教
区
活
動
連
帯
金
の
納
付
を
保
留
す

る
」
を
決
議
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

多
く
の
批
判
が
あ
る
。

　

そ
れ
は
十
分
聞
く
と
し
て
も
、
東
京

が
教
団　

教
区
と
の
「
主
に
あ
る
真
の

17

連
帯
と
共
闘
」
を
願
っ
て
い
る
も
の
で

あ
る
こ
と
に
些
か
も
変
わ
り
は
な
い
。

　

何
故
我
々
が
そ
う
言
う
の
か
。

①
1
9
9
4
年
第　

回
東
京
教
区
総
会

52

が
決
着
さ
せ
た
三
里
塚
教
会
問
題
を
、

一
部
常
議
員
や
他
教
区
が
常
議
員
会
等

で
公
的
に
批
判
す
る
。

②
「
教
団
と
は
一
定
の
距
離
を
置
く
」

等
と
意
味
不
明
な
こ
と
を
言
う
沖
縄
教

区
が
、
教
団
一
般
会
計
の
沖
縄
宣
教
連

帯
金
や
教
区
活
動
連
帯
金
は
、
何
も
言

わ
ず
に
受
け
取
っ
て

い
る
事
実
。

③
1
9
9
5
年
1
月

　

日
の
阪
神
淡
路
大

17震
災
の
第
2
次
募
金

等
、
兵
庫
教
区
が
そ

の
会
計
報
告
を
今
だ
明
ら
か
に
せ
ず
、

数
千
万
円
以
上
の
教
団
財
政
を
曖
昧
に

さ
せ
て
い
る
等
が
理
由
で
あ
る
。

　

①
は
、
他
教
区
の
決
議
を
ど
う
し
よ

う
と
す
る
の
か
。
そ
れ
を
誰
も
が
直
接

の
問
合
せ
無
し
に
だ
。
正
に
、
予
断
と

偏
見
は
直
ち
に
止
め
る
べ
き
だ
。

　

②
は
、
し
か
し
沖
縄
は
、
教
団
負
担

金
は
納
め
て
い
る
と
他
か
ら
の
文
句
。

　

聞
け
ば
、
毎
年
度
教
団
財
務
が
そ
れ

と
、
宣
教
連
帯
金
と
教
区
活
動
連
帯
金

と
で
相
殺
し
て
い
る
ん
だ
と
。
諸
教
会

の
献
金
で
あ
る
べ
き
教
区
負
担
金
の
、

そ
ん
な
扱
い
方
も
無
か
ろ
う
に
。

　

③
は
、
兵
庫
の
誰
が
そ
う
さ
せ
て
い

る
の
か
。
問
題
提
起
を
よ
く
す
る
人
た

ち
も
見
て
見
ぬ
ふ
り
だ
。
こ
れ
こ
そ
批

判
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
そ
れ
ら

の
解
決
無
し
に
、
東
京
は
現
状
復
帰
し

よ
う
に
も
出
来
ぬ
の
が
現
状
だ
。

（
東
京
教
区
総
会
議
長
）

東
京
教
区
の
連
帯
金

留
保
問
題　

長
崎
哲
夫

東　京 世
界
に
開
く
教
団
の
目
と
耳
と
な
って

第
3
回
世
界
宣
教
委
員
会

お
詫
び
・
訂
正

　

4
6
8
5
号
の
訂
正
・
お
詫

び
欄
の
お
名
前
、「
小
栗
義
忠
」

は
「
小
栗
善
忠
」（
2
箇
所
）

に
、
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し

ま
す
。

★
「
教
師
検
定
試
験
受
験
の
手

引
き
」
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
の「
Ｃ
コ
ー
ス
の
手
引
書
」

を
大
幅
に
改
訂
し
、
補
教
師
試

験
Ａ
Ｂ
受
験
者
、
正
教
師
試
験

受
験
者
も
対
象
と
し
ま
し
た
。

一
冊
2
0
0
円
で
す
。
問
い
合

わ
せ
は
、
電
話
0
3
儿
3
2
0

2
儿
0
5
4
6
、
教
師
検
定
委

員
会
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

2009年度全国教会学校クリスマス献金のお願い

日本基督教団教育委員会委員長　黒田若雄

　クリスマスを迎えるにあたり、主の恵みのもと、宣教の業に励ん

でおられることと思います。

　わたしたちは「みんなで生きよう」との主題のもと、世界と日本

で子どもたちと共に生き、喜びと苦しみを一緒にしようと、多くの

子どもたちの協力を得てクリスマス献金をささげてきました。今年

は以下のような計画を立てました。ご協力をお願いいたします。

《募金計画》
♦主　　題：「みんなで生きよう　インド『アーシャビディアレ』

（希望学校）のおともだちと共に、アフガニスタンの

おともだちと共に、日本聾話学校のおともだちと共に、

鳥取こども学園のおともだちと共に、教会の子どもた

ちと共に（教会学校応援セット）」

♦献 金 先：アーシャビディアレ（インド・アラハバード）、NPO

『燈台』アフガン難民救援協力金、日本聾話学校、鳥

取こども学園

♦献金目標：1,200 万円

♦期　　間：2009 年 12 月 1 日? 2010 年 3 月 31 日

♦送 金 先：〒 169-0051　東京都新宿区西早稲田 2-3-18-31

日本基督教団教育委員会　クリスマス献金係

振替「00150-8-27638」　℡ 03-3202-0544

霞

我

俄

牙

蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊

蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊

峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨

峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨

適確な判断と行動が求められる

能登半島地震　　　
被災教会支援募金に
ご協力お願いします
主イエス・キリストの
御降誕のとき、能登半
島地震被災教会を覚え
て共にお祈りください

◎送金先：加入者名
能登半島地震被災教会支
援募金
◎郵便振替
　00140-8-706607
「能登半島地震」被災教会会堂等再建支援委員会
169-0051 東京都新宿区西早稲田 2-3-18
TEL03-3202-0541　FAX03-3207-3918

MAIL somu-b@uccj.org
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哀
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哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
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哀
哀
哀
哀
哀
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哀
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哀
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哀
哀
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「
エ
ミ
ち
ゃ
ん
も
、今
度
か
ら
礼
拝
当

番
、
や
っ
て
ね
」
と
言
う
と
、
い
つ
も

の
よ
う
に
笑
顔
で
頷
い
て
く
れ
た
。

　

知
的
障
害
が
あ
る
エ
ミ
ち
ゃ
ん
は
、

3
年
前
に
受
洗
し
た
。
毎
週
の
礼
拝
に

出
席
し
て
お
り
、
教
会
の
一
員
に
な
っ

て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
と
役
員
会
で
承
認

し
た
の
で
あ
る
。
教
会
に
出
席
す
る
前

は
、
教
会
員
が
運
営
す
る
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
に
入
居
し
て
い
た
。
教
会
か
ら
離

れ
て
お
り
、
礼
拝
に
出
席
で
き
な
か
っ

た
が
、
牧
師
が
何
か
と
訪
問
し
て
い
た

の
で
、
神
様
に
お
祈
り
す
る
姿
勢
は
持

っ
て
い
た
。
そ
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が

閉
鎖
さ
れ
た
の
で
、
教
会
の
近
く
に
あ

る
妹
夫
婦
の
家
に
住
む
よ
う
に
な
っ

た
。
教
会
が
近
い
の
で
、
毎
週
礼
拝
に

出
席
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

妹
さ
ん
に
書
い
て
も
ら
っ
た
自
分
の
名

前
を
、
そ
の
紙
を
見
な
が
ら
一
生
懸
命

に
、
礼
拝
出
席
記
名
簿
に
記
名
し
て
い

る
。

　
「
お
祈
り
す
る
の
」と
い
う
の
で
、「
短

く
て
い
い
ん
だ
よ
」と
言
っ
て
お
い
た
。

礼
拝
当
番
は
4
人
が
一
組
に
な
っ
て
、

受
付
と
席
上
献
金
を
担
当
す
る
。
順
次

担
当
す
る
の
で
、席
上
献
金
を
担
当
し
、

献
金
感
謝
の
お
祈
り
を
す
る
こ
と
に
も

な
る
。
人
前
で
は
ど
う
し
て
も
お
祈
り

が
で
き
な
い
人
が
い
て
、
そ
の
時
は
礼

拝
を
休
む
こ
と
に
な
り
、
牧
師
の
連
れ

合
い
が
代
わ
っ
て
担
当
す
る
。
お
祈
り

が
で
き
な
け
れ
ば
、
献
金
感
謝
の
讃
美

歌
を
さ
さ
げ
る
こ
と
を
勧
め
る
が
、
違

和
感
が
あ
る
と
い
う
。

　

3
年
前
に
教
会
員
に
な
っ
て
い
る
の

に
、
礼
拝
当
番
か
ら
外
し
て
い
た
こ
と

に
反
省
を
持
ち
、「
今
ま
で
お
当
番
を
お

願
い
し
な
い
で
、
ご
め
ん
ね
」
と
詫
び

る
。
例
に
よ
っ
て
笑
顔
で
頷
い
た
。

（
教
団
書
記　

鈴
木
伸
治
）

礼
拝
当
番
一

礼
拝
当
番
一
考考

　

牧
師
に
な
っ
て
間
も
な
く
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
夏
休
み
を
利
用
し
て
韓
国
に

一
時
帰
省
し
て
い
た
と
き
、
姉
か
ら
こ

う
い
う
話
を
聞
い
た
。

　

1
9
7
0
年
代
前
半
、
私
が
幼
児
期

を
過
ご
し
て
い
た
故
郷
は
ま
だ
電
気
が

入
っ
て
い
な
い
山
村
で
あ
っ
た
。父
は
、

末
娘
が
ま
だ
生
ま
れ
て
間
も
な
い
時
、

病
で
亡
く
な
り
、
母
一
人
で
農
業
を
し

な
が
ら
5
人
の
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て

い
た
。
そ
の
家
に
一
人
の
女
性
の
親
戚

が
泊
ま
り
に
来
た
。
彼
女
は
キ
リ
ス
ト

者
で
あ
っ
た
。
翌
朝
、
姉
が
目
を
覚
ま

し
た
ら
、
そ
の
親
戚
は
一
つ
の
部
屋
で

雑
魚
寝
し
て
い
た
子
ど
も
た
ち
を
見
な

が
ら
涙
声
で
執
り
成
し
の
祈
り
を
祈
っ

て
い
た
そ
う
だ
。
こ
の
家
族
に
日
用
の

糧
を
与
え
て
く
だ
さ
い
、
ま
た
こ
の
子

ど
も
た
ち
の
中
か
ら
主
の
僕
が
生
ま
れ

ま
す
よ
う
に
、
と
。　

　

姉
は
牧
師
に
な
っ
た
私
の
姿
を
見
て
、
長

年
忘
れ
て
い
た
あ
の
時
の
情
景
が
ふ
っ
と
浮

か
ん
で
来
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

私
が
自
ら
の
言
葉
で
献
身
の
祈
り
を

献
げ
た
の
は
高
校
2
年
生
の
冬
休
み
の

時
で
あ
っ
た
。
高
校
生
会
の
リ
ー
ダ
ー

を
し
て
い
た
私
は
、
指
導
先
生
の
助
言

も
あ
っ
て
、
同
学
年
の
仲
間
た
ち
と
ほ

ぼ
毎
週
、
土
曜
日
の
夜
に
教
会
で
祈
祷

会
を
持
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
あ
る
日
の

祈
祷
会
、
そ
の
時
も
い
つ
も
と
変
わ
ら

ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
祈
祷
主
題
を
出
し
合

い
、
そ
れ
を
皆
で
祈
っ
た
後
、
個
々
人

の
自
由
な
祈
り
の
時
に
入
っ
た
。
教
育

館
の
片
隅
の
方
に
移
動
し
、
友
だ
ち
に

は
聞
こ
え
な
い
よ
う
に
小
さ
な
声
で
祈

っ
て
い
た
。
そ
の
祈
り
の
中
で
私
は
自

分
の
口
か
ら
出
る
言
葉
に
び
っ
く
り

し
、
祈
祷
を
中
断
し
た
。
自
分
の
口
か

ら
献
身
の
言
葉
を
祈
り
と
し
て
献
げ
て

い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
教
会
生

活
に
は
熱
心
だ
っ
た
け
ど
、
献
身
し
て

伝
道
者
と
な
る
こ
と
は
一
度
も
考
え
た

こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
自
分
が
何

で
こ
う
い
う
祈
り
を
し
て
い
る
の
か
。

全
く
不
思
議
で
あ
り
、驚
き
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
日
以
来
、「
献
身
」
と

い
う
思
い
は
片
時
も
心
か
ら
離
れ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。

　
「 
白 
さ
ん
は
日
本
が
宣
教
地
で
す
よ
。

べ
く

そ
の
た
め
に
祈
っ
て
い
ま
す
か
ら
」
と

い
う
言
葉
を
聞
く
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
日
本
に
来
て
2
年
ほ
ど
経
っ
た
時

か
ら
で
あ
っ
た
。
当
時
通
っ
て
い
た
韓

国
人
た
ち
が
集
ま
る
教
会
で
、
そ
う
言

わ
れ
た
。何
人
か
の
人
か
ら
し
ば
し
ば
。

で
も
私
の
心
の
中
で
は
「
日
本
」
と
い

う
国
に
お
い
て
伝
道
者
と
な
る
思
い
は

一
切
な
か
っ
た
。

　

そ
も
そ
も
日
本
に
来
る
き
っ

か
け
に
な
っ
た
の
は
、
私
の
父

母
が
日
本
で
出
会
っ
て
結
婚

し
、
韓
国
に
渡
っ
た
こ
と
、
在

日
韓
国
人
で
あ
っ
た
母
の
実
家

が
日
本
で
あ
り
、
幼
い
時
か
ら

日
本
に
い
る
叔
父
た
ち
と
の
交

流
を
通
し
て
、「
日
本
」
に
対
す

る
漠
然
と
し
た
憧
憬
が
あ
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
い
ざ

日
本
で
の
生
活
を
始
め
た
私
は

2
年
が
経
つ
頃
に
は
日
本
に
対

す
る
愛
着
を
殆
ど
失
っ
て
い
た
。

　

そ
ん
な
私
に
と
っ
て
は
日
本
で
伝
道
者

と
な
る
と
は
考
え
も
し
な
か
っ
た
こ
と
で

あ
っ
た
。当
然
、
周
囲
の
人
々
が
「
日
本
が

宣
教
地
で
す
よ
」
と
い
う
言
葉
も
心
に
響

い
て
来
な
か
っ
た
。こ
の
「
日
本
」
と
い
う
国

と
、「
日
本
人
」と
い
う
国
民
を
愛
す
る
心

が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
ん
な
私
が
い

つ
か
ら
か
分
か
ら
な
い
が
、
周
囲
の
人
々
の

煩
さ
も
あ
っ
て
、
神
様
の
御
心
が
「
日
本
」

で
あ
る
な
ら
ば
、
愛
す
る
心
を
与
え
て
く

だ
さ
い
、
そ
れ
が
な
け
れ
ば
で
き
ま
せ
ん

と
祈
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
韓
国

で
は
ノ
ン
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ
っ
た
家
族
の

反
対
で
で
き
な
か
っ
た
神
学
校
へ
の
入
学

が
日
本
で
叶
え
ら
れ
た
。

　

韓
国
の
キ
リ
ス
ト
者
は
よ
く
祈
る
と

言
わ
れ
て
い
る
。
言
わ
れ
て
い
る
通
り

で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
祈
り
は
大
半

が
執
り
成
し
の
祈
り
で
あ
る
。
自
分
の

こ
と
も
祈
る
が
、
執
り
成
し
の
祈
り
が

圧
倒
的
に
多
い
。
私
の
場
合
、
自
分
の

口
で
献
身
の
祈
り
を
献
げ
る
十
数
年
も

前
に
、
愛
す
る
親
族
を
思
い
、
心
か
ら

祈
っ
て
く
れ
た
一
人
の
キ
リ
ス
ト
者
が

い
た
。
日
本
で
伝
道
者
と
し
て
歩
む
よ

う
に
な
っ
た
背
後
に
も
執
り
成
し
の
祈

り
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

執
り
成
し
の
祈
り
と
献
身

 白
 　

べ
く

 正
 　

じ
ょ
ん

 煥
 　（用
賀
教
会
牧
師
）

ふ
ぁ
ん
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私
の
第
2
の
人
生
に
神
は
2
つ
の
こ

と
を
備
え
て
下
さ
っ
た
。
一
つ
は
教
会

生
活
に
戻
る
道
、
も
う
一
つ
は
平
和
へ

の
さ
さ
や
か
な
貢
献
で
あ
る
。

　

私
は
3
代
目
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
し
て
、

高
校
2
年
の
時
、
親
友
の
牧
師
の
ご
子
息

と
一
緒
に
受
洗
し
た
。し
か
し
、
社
会
人
と

な
っ
て
か
ら
は
教
会
生
活
か
ら
足
が
遠
の

き
、
パ
キ
ス
タ
ン
を
は
じ
め
海
外
生
活
の
合

間
に
一
時
帰
国
で
帰
郷
の
際
、「
教
会
に

行
き
な
さ
い
よ
」
と
優
し
く
諭
す
母
への
親

孝
行
と
し
て
、
母
の
背
を
押
し
て
教
会
に

行
く
程
度
で
あ
っ
た
。

　

1
9
8
9
年
、
母
が
召
天
し
た
時
、

私
は
シ
カ
ゴ
に
赴
任
し
て
い
た
。
た
ま

た
ま
当
地
で
開
催
さ
れ
た
ギ
デ
オ
ン
の

国
際
大
会
に
、
父
は
母
の
遺
影
を
持
っ

て
参
加
し
た
。
母
の
死
は
い
わ
ば
突
然

で
あ
っ
た
の
に
、
父
は
「
神
の
な
さ
れ

る
こ
と
は
皆
そ
の
時
に
か
な
っ

て
美
し
い
」
と
言
っ
て
神
を
賛

美
し
た
。
こ
の
時
の
私
は
父
の

気
持
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
が
、
今
は
漸
く
両
親

の
信
仰
を
継
承
し
て
い
る
と
の

自
覚
を
持
て
て
い
る
。

　
『「
平
和
を
実
現
す
る
人
々

は
、
幸
い
で
あ
る
、
そ
の
人
た

ち
は
神
の
子
と
呼
ば
れ
る
。」こ

の
聖
句
は
実
に
涙
が
出
る
ほ
ど
に
有
難

い
御
言
葉
で
あ
る
。
神
が
そ
う
呼
ん
で

下
さ
る
。
人
に
そ
う
呼
ば
れ
る
か
否
か

は
さ
し
て
重
要
で
は
な
い
。』生
涯
を
平

和
活
動
に
捧
げ
た
あ
る
ク
リ
ス
チ
ャ
ン

の
言
葉
で
あ
る
。
私
は
8
年
前
に
、
国

際
N
G
O
「N

O
N
V
IO

L
E
N
T

P

E
A
C
E

F
O
R
C
E

（
非
暴
力
平
和

隊
）」
に
先
立
ち
、
日
本
で
設
立
さ
れ
た

「
非
暴
力
平
和
隊
・
日
本
」
の
創
立
メ

ン
バ
ー
と
な
っ
た
。

　

非
暴
力
活
動
は
、
ガ
ン
デ
ィ
ー
の

〝
平
和
隊
〞
の
理
念
を
引
き
継
ぎ
、
ア

メ
リ
カ
で
キ
ン
グ
牧
師
の
公
民
権
運
動

を
支
え
た
理
念
で
あ
る
。
非
暴
力
平
和

隊
は
更
に「
政
治
的
立
場
を
取
ら
な
い
」

と
の
理
念
を
持
つ
。
和
解
に
よ
る
紛
争

の
防
止
と
解
決
に
徹
し
、
紛
争
地
域
の

非
暴
力
平
和
活
動
家
を
支
援
す
る
。
現

在
、
ス
リ
ラ
ン
カ
と
ミ
ン
ダ
ナ
オ
で
活

動
中
で
あ
る
。

　

非
暴
力
平
和
隊
の
メ
ン
バ
ー
に
は
キ

リ
ス
ト
者
が
多
い
。
勿
論
、
日
本
で
は

仏
教
徒
も
い
る
が
、
非
暴
力
で
平
和
を

実
現
し
よ
う
と
い
う
目
標
で
皆
が
結
ば

れ
て
い
る
。
非
暴
力
平
和
の
実
現
へ
の

道
は
、
主
イ
エ
ス
の
教
え
ら
れ
た
道
で

あ
る
。
私
は
、
祈
り
つ
つ
、
こ
の
道
を

歩
み
続
け
た
い
。

大橋　祐治さん

神の子と呼ばれる道
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ちと
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★
新
刊
か
ら

『
キ
リ
ス
ト
こ
そ
我
が
救
い
儿

日
本
伝
道
1
5
0
年
の
歩
み
』

日
本
基
督
教
団
日
本
伝
道
一
五

〇
年
記
念
行
事
準
備
委
員
会
＝

編　

1
9
5
9
年
の
宣
教
1
0

0
年
か
ら　

年
間
を
教
団
は
ど

50

う
歩
ん
だ
の
か
。
日
本
伝
道
に

大
き
な
足
跡
を
刻
む
キ
リ
ス
ト

教
学
校
と
社
会
福
祉
事
業
の
歩

み
と
は
。
歴
史
を
振
り
返
り
、

日
本
伝
道
2
0
0
年
に
向
か
っ

て
進
む
べ
き
道
を
探
る
。

＊
2
7
3
0
円

『
ハ
ガ
ル
と
サ
ラ
、
そ
の
子
ど

も
た
ち
儿
ユ
ダ
ヤ
教
、
キ
リ
ス

ト
教
、
イ
ス
ラ
ム
教
の
対
話
へ

の
道
』
Ｐ
ｈ
・
ト
リ
ブ
ル
／
Ｌ

・
Ｍ
・
ラ
ッ
セ
ル
＝
編
著
　
絹

川
久
子
＝
訳　

ハ
ガ
ル
と
サ

ラ
、
そ
し
て
イ
サ
ク
と
イ
シ
ュ

マ
エ
ル
の
物
語
を
、
聖
書
学
、

ユ
ダ
ヤ
教
、
イ
ス
ラ
ム
教
、
教

父
学
な
ど
の
立
場
か
ら
考
察
。

フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
の
視
点
で
、
三

宗
教
間
の
相
互
理
解
と
調
和
へ

の
道
を
模
索
。
＊
6
3
0
0
円

Ｃ
Ｄ
『
ガ
リ
ラ
ヤ
の
風
か
お
る

丘
で
儿
菅
英
三
子「
讃
美
歌
　
」
21

を
歌
う
』
ソ
プ
ラ
ノ
＝
菅
英
三

子
　
伴
奏
＝
オ
ル
ガ
ン
・
今
井

奈
緒
子
他　

宗
教
曲
や
オ
ペ
ラ

に
国
際
的
に
活
躍
す
る
ソ
プ
ラ

ノ
歌
手
が
心
を
込
め
て
歌
う
ソ

ロ
・
ア
ル
バ
ム
。
歌
い
継
が
れ

て
き
た
賛
美
歌
、
現
代
の
賛
美

歌
な
ど
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
賛
美
歌

で
献
げ
る
、
神
へ
の
静
謐
な
感

謝
の
祈
り
。　

＊
2
9
4
0
円

★
好
評
発
売
中

Ｃ
Ｄ
付
ム
ッ
ク
『
三
浦
綾
子
儿

信
仰
と
文
学
』
三
浦
綾
子
＝
著

〔
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
セ
レ
ク
ト
〕　

年
40

に
わ
た
り
「
信
徒
の
友
」
に
寄

出
版
局
ニ
ュ
ー
ス

せ
ら
れ
た
記
事
を
精
選
・
再
録
。

講
演
Ｃ
Ｄ
付
。没
後　

年
企
画
。

10
＊
1
8
9
0
円

Ｃ
Ｄ
付
ブ
ッ
ク『
そ
し
て
僕
は
、

今
日
も
歌
お
う
。』陣
内
大
蔵
＝

著
・
歌　

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
に

し
て
牧
師
の
著
者
の
心
温
ま
る

エ
ッ
セ
イ
と
演
奏
。
ア
メ
ー
ジ

ン
グ
・
グ
レ
ー
ス
他
5
曲
を
収

録
。　
　
　
　

＊
2
1
0
0
円

ク
リ
ス
マ
ス
絵
本
『
バ
ブ
ー
シ

ュ
カ
の
お
く
り
も
の
』
サ
ン
ド

ラ
・
ア
ン
・
ホ
ー
ン
＝
文
／
ソ

フ
ィ
ー
・
フ
ァ
タ
＝
絵
　
さ
わ

と
も
え
＝
訳　

バ
ブ
ー
シ
ュ
カ

は
や
さ
し
い
お
ば
あ
さ
ん
。
新

し
い
王
様
の
誕
生
の
祝
い
に
贈

り
物
を
持
っ
て
出
か
け
た
の
で

す
が
…
…　
　

＊
1
5
7
5
円

『
さ
ん
び
か
も
の
が
た
り
Ⅱ
　

こ
の
聖
き
夜
に
儿
ア
ド
ヴ
ェ
ン

ト
と
ク
リ
ス
マ
ス
の
歌
』
川
端

純
四
郎
＝
著   
誰
し
も
が
口
ず

さ
む
ク
リ
ス
マ
ス
賛
美
歌
に
秘

め
ら
れ
た
、
知
ら
れ
ざ
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
。　
　

＊
2
5
2
0
円

★
　
月
上
旬
発
売
予
定

12
Ｐ
Ｃ
ソ
フ
ト
『
ナ
ル
ド
の
壺
儿

便
利
な
教
会
会
計
ソ
フ
ト
』

教
会
で
実
際
に
使
用
し
な
が
ら

開
発
さ
れ
た
教
会
会
計
専
用
ソ

フ
ト
。
会
計
全
般
、
献
金
、
教

会
員
名
簿
、
出
席
管
理
な
ど
の

他
、
教
団
提
出
用
Ｃ
表
も
自
動

作
成
。
エ
ク
セ
ル
搭
載
パ
ソ
コ

ン
で
作
動
（W

in
d
o
w
sX

P
,

V
ista

,
7

対
応
。M

a
c

非
対

応
）。
＊
2
1
、0
0
0
円
（
初

期
サ
ポ
ー
ト
希
望
の
場
合
は
別

途
1
0
、5
0
0
円
）。
ご
注
文

は
、
直
接
出
版
局
営
業
課
へ
。

（
℡
0
3
儿
3
2
0
4
儿
0
4
2
2
）

★
委
託
出
版
の
ご
案
内

エ
ッ
セ
イ
集
、
説
教
集
な
ど
の

制
作
を
承
っ
て
お
り
ま
す
。
ご

相
談
は
出
版
局
総
務
課
へ
。

 
【
価
格
は
税
込
で
す
】
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